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論 文 要 旨 
論文提出者名  伊藤 由紀      指導教授名 岡本 愛光 
 
主 論 文： 

Increased expression of perforin, granzyme B, and C5b-9 in villitis of unknown 
etiology（慢性絨毛炎では perforin、granzymeB、C5b-9の発現が亢進する） 
Ito Yuki、Matsuoka Kentaro、Uesato Tadahide、Sago Haruhiko、Okamoto Aikou、
Nakazawa Atsuko、Hata Kenichiro 
Placenta、2015;36(5):531-537 
 

1. 目的 

Villitis of unknown etiology(VUE)は既知の感染症を認めず、絨毛にリンパ球浸潤を

認める病態である。VUEは胎児・胎盤発育不全の誘引となる重要な病態だが、VUE胎盤

における絨毛細胞障害機序は不明な点が多い。VUE胎盤における絨毛内細胞アポトーシ

ス機序を明らかにするとともに、VUE胎盤における絨毛内マクロファージの役割を明ら

かにする。 

2. 方法 

VUE胎盤(n=6)とcontrol胎盤(n=3)を用いて、抗CD3、CD4、CD8、CD56、CD68、CD163、

perforin、granzyme B、granzyme K、C5b-9抗体による免疫組織学的検討を行った。さ

らに TUNEL法によりアポトーシス細胞を確認した。VUE胎盤の炎症部・VUE胎盤の非炎

症部・control胎盤で陽性細胞の割合、C5b-9の陽性面積、apoptosis indexを比較した。

また、M2マクロファージの割合を検証するために、CD163/CD68 比を算出した。 

3. 結果 
VUE胎盤の炎症部では非炎症部やcontrol胎盤と比較して抗CD3、CD4、CD8、CD68、CD163

抗体陽性細胞の割合が有意に高値だった(p < .05)。VUE胎盤の炎症部では抗 perforin

抗体と抗granzyme B抗体陽性細胞の割合が有意に高値だった(p < .05)。VUEの炎症部

では絨毛内のC5b-9陽性面積が有意に高かった(p < .05)。Apoptosis indexはVUE胎盤

の炎症部で有意に増加していた(p < .05)。VUE胎盤の非炎症部はcontrol胎盤と比較し

て有意に絨毛内のCD163/CD68 比が低値だった(p < .05)。VUE胎盤の炎症部では非炎症

部と比較して有意に絨毛内のCD163/CD68 比が高値だった(p < .05)。 

4. 結論 

VUE胎盤では絨毛内細胞のアポトーシスが増加していることが示された。アポトーシス

の機序としては、perforin-granzyme pathwayとC5b-9の活性化が考えられた。また、

VUE胎盤の炎症部でM2マクロファージが抗炎症に作用し、アポトーシス細胞を貪食して

いる可能性が示された。さらに、VUEを起こす胎盤はCD163/CD68比が低いために、母体

由来炎症細胞の流入や組織破壊に対する防御機能が低い可能性が考えられた。 
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